
午前の部平 成 ２ １ 年 度 第 １ 回
法規・設備及び設備管理電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１０時００分１ 試験開始時刻

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１１時２０分「法規」のみ １ 科 目

１１時４０分「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目

１３時００分「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

法 規 ６ ６ ６ ６ ６ 1～11
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 12～25

法 規 ６ ６ ６ ６ ６ 1～11
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 26～36

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢法規｣は赤色(左欄) 「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。、

い｡(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてくださ

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) その でください。免除の科目がある場合は、 科目欄は記入しない

(4) 、あなたが を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)受験種別欄は 受験申請した試験種別

① 『伝 送 交 換』伝送交換主任技術者は､

② 『線 路』線路主任技術者は、

試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(5)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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6 666

77 777
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生　年　月　日
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年 月 日

大
正

昭
和

平
成 Ｈ

Ｔ
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試 験 種 別 試 験 科 目

伝送交換設備
伝 送 交 換 主 任 技 術 者

及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光アクセスシステムの概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光アクセスシステムのトポロジには、ＳＳ型、ＡＤＳ型、ＰＤＳ型がある。ＰＤＳ型による

ネットワークは、ＰＯＮシステムともいわれ、ＯＬＴ、 (ア) 、ＯＮＵ及びこれらをそれ

ぞれ接続する光ファイバで構成される。

ＰＯＮシステムにおいては、ＷＤＭ技術が用いられ、上り、下りの信号には異なる波長が割

り当てられており、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ.９８３.１では、ＯＬＴからＯＮＵ方向の下り信号とし

ての波長は、 (イ) μｍ帯と規定されている。また、下り方向の信号の伝送には、複数の

ユーザの信号を多重化するため、 (ウ) 技術を採用している。この (ウ) 化された信

号は、すべてのＯＮＵに対して、放送形式で伝送されるが、ＯＮＵは、ＯＮＵ個々に割り当て

られた必要なタイムスロットの信号のみを抽出して端末側へ送信する。

一方、上り方向の信号の伝送には、ＯＬＴを共有するほかのＯＮＵから送出される信号と衝

突しないように、それぞれの信号送出のタイミングをずらして送信する (エ) 技術が用い

られている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ０.８５ ② ＡＴＭ ③ ＣＳＭＡ／ＣＡ ④ トランスミッタ

⑤ １.３１ ⑥ ＦＤＭＡ ⑦ ＣＳＭＡ／ＣＤ ⑧ 光スプリッタ

⑨ １.５５ ⑩ ＳＴＭ ⑪ ＴＤＭ ⑫ 変・復調装置

⑬ １.６０ ⑭ ＴＣＭ ⑮ ＴＤＭＡ ⑯ 光・電気変換装置
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(２) 次の文章は、衛星通信システムにおける地球局設備の概要について述べたものである。

内の(オ)、(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 地球局設備におけるアンテナの構造などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① 反射鏡アンテナの一つであるパラボラアンテナは、複反射鏡アンテナであり、

回転放物面を主反射鏡とし、回転双曲面を副反射鏡としたアンテナである。

② 衛星通信システムの地球局に用いられる開口面が円形のアンテナの利得は、

開口面の直径に比例する。

③ アンテナから放射される電波は、アンテナ主軸方向以外の角度にも放射される。

このアンテナ主軸方向以外の角度にも放射されるビームはサイドローブといわれ、

他の通信システムとの干渉の要因となることから、サイドローブ特性の良いアン

テナを選定する必要がある。

④ 地球局の規模を決定する要素の一つに、Ｇ／Ｔがある。Ｇ／Ｔは、アンテナの

受信利得とシステム雑音温度との比であり、この値が小さいほど、受信性能が良

好といわれる。

⑤ 静止衛星においても、地球局との相対的位置が変動する場合がある。このため、

地球局のアンテナ主軸を衛星局に向けておくためのアンテナ追尾装置が必要とな

る。アンテナ追尾方式には、ステップトラック方式、モノパルス方式、スピン方

式などがある。

(ⅱ) 地球局設備の送受信装置の機能などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 地球局設備の送信装置の大電力増幅器として用いられるクライストロンは、

一般に、進行波管と比較して、通過周波数帯域幅が狭いという特徴を有する。

② 地球局設備の受信系の性能を向上させる技術の一つに、受信系の雑音温度を減

少させる方法があり、この雑音温度を支配するパラメータには、アンテナ系の特

性、アンテナ系に接続される初段の受信信号増幅器の特性などがある。

③ 送受信周波数変換装置の送信側においては、衛星に向けての送信周波数とする

ため、ＲＦ信号からＩＦ信号への周波数変換を行い、受信側においては、ＩＦ信

号からＲＦ信号への周波数変換を行う。

④ 送受信周波数変換装置の送信ＩＦ系には変調器が、受信ＩＦ系には復調器が接

続されている。

⑤ 静止衛星と対向する地球局設備のデジタル変復調部においては、ドップラー効

果に起因するクロック周波数の変動に対して、地上系クロックと衛星系クロック

との整合性を確立する必要がある。
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(３) 次の文章は、デジタル加入者線交換機について述べたものである。 内の(キ)、(ク)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 集線段における集線方式について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) で

ある。

<(キ)の解答群>

① 集線方式には、空間分割方式、時分割方式及び周波数分割方式がある。

② 集線段で用いられるメモリスイッチなどは、汎用性のあるＬＳＩ技術の適用分

野であり、電磁部品と比較して小型・軽量化を図ることができる。

③ 集線段には、１加入者当たりの発着信呼量が大きい場合は集線比を小さくし、

１加入者当たりの発着信呼量が小さい場合は集線比を大きくする集線比設定機能

がある。

④ 集線段では、トラヒックの集線機能のほか、電話機からのアナログ信号を加入

者回路でデジタル信号に変換した後、分配段で使用するハイウェイの多重度まで

多重化していく機能も有している。

⑤ 集線段における多重化の段階では、加入者線そのものの使用率の向上を図るこ

とはできない。

(ⅱ) 分配段における通話路の構成について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) で

ある。

<(ク)の解答群>

① 時間スイッチは、ゲート回路及びその制御メモリから構成され、ハイウェイ間の

乗換えを実現している。

② 空間スイッチは、通話メモリといわれる回路を格子上に配置することで、デジタ

ル信号のタイムスロットの入替えを行うことができる。

③ 時間スイッチでは、同一速度で処理できる素子を使用する場合、８ビットに符号

化された音声信号の直列処理方式は、並列処理方式と比較して、等価的にスイッチ

の容量を大きくすることができる。

④ 時間スイッチは、これに入出力されるハイウェイの多重度がｎの場合、内部ふく

そうのない、完全群の格子として機能し、２ｎ×２ｎの空間スイッチとして表すこ

とができる。

⑤ 時間スイッチをＴ、空間スイッチをＳとしたとき、通話路のＴ－Ｓ－Ｔ構成は、

Ｓ－Ｔ－Ｓ構成と比較して、多重化されるチャネル数の増大に伴い、選択できる経

路数が多くなるため、その結果としてネットワークの使用効率を高めることができる。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、受電方式の概要などについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

通信用電源として商用電源を利用する買電方式では、電力会社の引込設備と通信用電源の各

種装置との電圧整合、 (ア) などの機能をつかさどる受電装置が必要である。商用電源の

電圧は、法規上、交流の場合、６００ Ｖ 以下を低圧、６００ Ｖ を超え７,０００ Ｖ 以下を     

高圧、７,０００ Ｖ を超える電圧を特別高圧と定義されている。受電方式は、電力会社との契 

約電力から定まる受電電圧により、低圧受電、高圧受電及び特別高圧受電に分類され、特別高

圧受電では、２回線受電方式や (イ) 受電方式、スポットネットワーク受電方式などの形

態を採ることにより、受電方式の信頼性を高めている。いずれの受電方式においても、受電装

置の設計、施工及び保守に当たっては、 (ウ) に基づかなければならない。

受電装置は、単相変圧器や３相変圧器などの変圧器、 (エ) や開閉器などの電力開閉装

置及び各種配電盤などで構成され、その機能としては、電力会社との財産責任区分、負荷への

エネルギー配分、電圧の変換、外部への事故波及防止、使用電力量の計量や設備の運転管理に

必要な諸計測などが挙げられる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 蓄電池 ② 交互充放電 ③ ループ ④ 力 率

⑤ 発 電 ⑥ 直流供給 ⑦ 浮 動 ⑧ 電波法

⑨ 電気通信事業法 ⑩ コンデンサ ⑪ 遮断器 ⑫ 保 安

⑬ 電気工事士法 ⑭ 電気事業法 ⑮ 継電器 ⑯ 変成器
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(２) 次の文章は、ギガビットイーサネットの概要について述べたものである。 内の(オ)、

(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) ギガビットイーサネットの伝送方式などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① ギガビットイーサネットには、ＩＥＥＥ８０２.３ａｂで標準化された

１０００ＢＡＳＥ－Ｘ(１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ、１０００ＢＡＳＥ－ＬＸ、

１０００ＢＡＳＥ－ＣＸ)及びＩＥＥＥ８０２.３ｚで標準化された１０００

ＢＡＳＥ－Ｔがある。

② １０００ＢＡＳＥ－ＳＸでは光信号として８５０ｎｍ帯の波長が使用され、

１０００ＢＡＳＥ－ＬＸでは１,３００ｎｍ帯の波長が使用される。

③ １０００ＢＡＳＥ－ＣＸでは、伝送媒体としてインピーダンスが１００Ω系

のＵＴＰケーブルでカテゴリー５ｅ以上が使用される。

④ １０００ＢＡＳＥ－Ｔでは、伝送媒体として、一般に、２芯平衡型同軸ケー

ブルが使用される。

⑤ １０００ＢＡＳＥ－ＬＸでは、伝送媒体としてマルチモード光ファイバが使

用され、コア径の細いシングルモード光ファイバを使用することはできない。

(ⅱ) １０００ＢＡＳＥ－Ｘの符号化技術などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① １０００ＢＡＳＥ－Ｘの符号化方式は、８Ｂ／１０Ｂ方式であり、１０００

ＢＡＳＥ－Ｔの符号化方式は、８Ｂ１Ｑ４方式である。

② 元の符号の伝送速度が１,０００ Ｍbit／s のとき、８Ｂ／１０Ｂ符号化の変 

換後の伝送速度は、１,２５０ Ｍbit／s となる。 

③ ギガビットイーサネットで用いられている８Ｂ／１０Ｂ符号化方式には、

ランニングディスパリティというエラー検出メカニズムがある。

④ ギガビットイーサネットで用いられている８Ｂ／１０Ｂ符号の１０ビットの

区切りを検出するために、ＣＬＲといわれる７ビットの特殊ビットパターンが

ある。

⑤ １０００ＢＡＳＥ－Ｘにおいて、アイドル信号などの転送に用いられる制御

情報は、１０Ｂ符号の組合せにより表現され、この組合せは、オーダセットと

いわれる。
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(３) 次の文章は、ＶｏＩＰの概要について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に適した

ものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) ＶｏＩＰのシグナリング技術及び符号化技術について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＶｏＩＰで使用される主な呼制御プロトコルには、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３、

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.２４８、ＩＥＴＦ標準のＳＩＰ、ＩＥＥＥ標準規格８０２.１Ｑ

などがある。

② ＳＩＰは、基本的にバイナリ値ベースでパラメータを追加できるため、テキ

ストベースでのやりとりを行うＨ.３２３と比較して、機能の拡張が容易である。

③ ＳＩＰは、ＩＥＴＦの標準であり、ＩＰネットワーク上でセッションの確立、

切断などを行うトランスポート層のシグナリングプロトコルである。

④ 音声信号の符号化方式の一つであるＣＳ－ＡＣＥＬＰ(Conjugate Structure

 Algebraic Code Excited Linear Prediction)方式は、音声信号を１６ kbit／s

のデジタル信号に変換する。

⑤ ＣＳ－ＡＣＥＬＰ方式は、コードブックに登録された波形パターンの番号と

過去に入力された音声信号から予測される音響特性(フィルタ係数)とを送信す

る方式である。

(ⅱ) ＶｏＩＰにおける音声信号のパケット化、プロトコルなどについて述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 音声信号のパケット化においては、符号化された音声信号にヘッダが付加さ

れる。ヘッダの種類には、ＩＰヘッダ、ＵＤＰヘッダ、ＲＴＰヘッダなどがある。

② ＲＴＰヘッダには、同期タイミングを合わせる機能及びＱｏＳ制御機能がな

い。このため、タイミング制御を行う機能やシーケンス番号に応じたデータ再

構成機能が別途に必要である。

③ ＲＴＰヘッダは、音声パケットのペイロードに対する付加情報を与える役割

を持ち、その内容は、送信元ポート番号、あて先ポート番号、シーケンス番号、

タイムスタンプ、ペイロードタイプなどで構成される。

④ ＶｏＩＰでは、音声データの転送に高い即時性が必要となり、即時性を実現

するため、一般に、トランスポート層のプロトコルにはＵＤＰが使用されてい

る。

⑤ ＲＴＰヘッダのタイムスタンプは実時間性の保証に使用され、シーケンス番

号はパケットの順序制御に使用される。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＭＰＬＳの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＭＰＬＳは、パケット内にラベル値を書き込み、ラベル値に基づいてパケット転送を行う技

術であり、ＩＰアドレスに基づいてＩＰパケットを転送するネットワーク技術と比較してパケ

ットを高速に転送することができる。

ＭＰＬＳネットワークは、ＭＰＬＳネットワークと非ＭＰＬＳネットワークとの接続(境界)

点に設置されるエッジＬＳＲ(Label Switch Router)及びＭＰＬＳネットワーク内に設置される

(ア) ＬＳＲにより構成される。

ＭＰＬＳネットワーク内において転送されるパケットには、イーサネットの場合、エッジ

ＬＳＲにおいて、シムヘッダといわれる定義されたラベル情報を格納するためのフィールドが

付加される。 (ア) ＬＳＲは、ＩＰパケットヘッダに記述されたあて先ＩＰアドレスを参

照せず、ヘッダ部のラベル値を参照するのみで、ネクストホップへ転送することができる。

シムヘッダフィールドの構成は、ラベル値が格納されるラベルフィールド、ラベルスタック

内の最後のラベルを示す (イ) フィールド、パケットの (ウ) を示すＴＴＬフィール

ドなどがある。

ＭＰＬＳは、一般に、パケットのスイッチングに適用される技術であるが、これを光伝送装

置に拡張したものにＧＭＰＬＳがある。ＧＭＰＬＳには、ＤＷＤＭの伝送装置などで波長にラ

ベルを割り当てる (エ) スイッチング、連続した波長をグループ化した周波帯にラベルを

割り当てる周波帯スイッチング、光ファイバ上で時分割多重されたタイムスロットに対してラ

ベルを割り当てるＴＤＭスイッチング、個々の光ファイバにラベルを割り当てる光ファイバス

イッチングなどがある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① Ｂ ② Ｋ ③ Ｌ ④ Ｓ

⑤ コア ⑥ 長さ ⑦ フォトニック ⑧ バックボーン

⑨ ラムダ ⑩ 転送速度 ⑪ バックホール ⑫ アイソレータ

⑬ センタ ⑭ 優先順位 ⑮ 生存時間 ⑯ オプティカル
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(２) 次の文章は、デジタル伝送に用いられる誤り制御技術の概要について述べたものである。

内の(オ)、(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 誤り制御の方法などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 伝送路で発生する誤りの一つであるランダム誤りは、送信した個々のビットに

独立に発生する誤りであり、その発生要因の一つに、装置内の熱雑音がある。

② 誤り制御の方法に、ＦＥＣ(forward error correction)やＡＲＱ(automatic

repeat request)がある。ＦＥＣは、受信側で誤りを検出すると、送信側にデータ

の再送を要求する。

③ ＡＲＱは、受信側で誤りを検出すると、伝送されるデータの性質を利用して、

正常に受信されたほかのデータから誤ったデータの正しい値を推測する方式であ

る。

④ 誤り訂正符号は、伝送路で生じた誤りを訂正することを目的として使用される

ものであり、誤り検出符号は、誤りの検出を目的として使用される。誤り検出符

号は誤り訂正符号としても用いることができる。

⑤ 単一パリティ検査符号は、伝送しようとするｋ ビット の情報ビット列に、 

１ ビット の検査用ビットを付加し(ｋ＋１) ビット の符号語を作り、一つの符号   

語に含まれる"１"の数を偶数(若しくは奇数)に固定する符号である。この符号で

は１ ビット の誤りを訂正することができる。 

(ⅱ) 誤り訂正技術における符号化率などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 誤り訂正や誤り検出を行う場合、一般に、伝送しようとするｋ ビット の情報 

ビットに、ｍ ビット の冗長ビットを付加し、ｎ ビット の符号語を構成して伝   

送を行う。ここで、ｎ＝ｋ＋ｍであり、ｎは符号長といわれる。

② 符号長ｎ、情報ビット数ｋの符号は、一般に、(ｎ，ｋ)符号といわれる。また、

情報ビット数ｋと符号長ｎの比Ｒは符号化率といわれる。

③ 一般に、誤り訂正・検出能力が高いほど、符号化率Ｒは高い。逆に、符号化率

が低ければ誤り訂正・検出能力は低い。また、誤り訂正符号において符号化率を

一定にした場合、符号長が長いほど、誤り訂正符号を用いた復号の際に受信側で

間違った復号を行う確率は小さくなる。

④ 誤り訂正・検出に用いる符号は、ブロック符号と畳込み符号に大別することが

できる。伝送する情報ブロック単位で独立に誤り訂正・検出ビットを付加し、符

号語と対応させる方式はブロック符号といわれる。

⑤ ブロック符号の一つに、ハミング符号がある。ハミング符号では、誤り訂正・

検出のための冗長ビット数をｍ ビット とすると、符号長ｎは(２ －１) ビット 、   ｍ

情報ビット数ｋは(ｎ－ｍ) ビット となる。 
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(３) 次の文章は、設備の故障率について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に適したも

のを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 故障率について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 非修理系アイテムの寿命特性は、初期故障期、偶発故障期及び摩耗故障期に分けられ、

一般に、偶発故障期におけるＭＴＴＦは指数分布型となり、故障率は減少傾向を示す。

Ｂ アイテムを使用する前には、バーンインなどスクリーニングを行うことにより、初期故障

を低減することができる。

Ｃ 摩耗故障期にあるアイテムを用いたシステムの故障率を低減するためには、定期取替えな

どの予防保全が有効である。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 非修理系の故障率のパターンについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク)

である。

<(ク)の解答群>

① ＤＦＲ型は、主にシステムの初期運用段階に現れ、故障しやすい欠陥を持った

部品が故障を起こすパターンである。

② ＣＦＲ型は、初期運用段階を経過した後に現れる故障率のパターンであり、

故障率はほぼ一定の値をとり、故障は偶発的に発生する。

③ ＩＦＲ型は、部品の摩耗など、システムの老朽化の兆候が現れる段階の故障率

のパターンであり、故障を未然に防ぐための有効な手段としては、デバギングが

ある。

④ 非修理系におけるシステムの初期運用段階、初期運用段階を経過した段階及び

老朽化の兆候が現れる段階の故障率の推移をモデル化したものは、一般に、バス

タブ曲線といわれる。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、設備工事などにおける安全管理の概要について述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。(２点×４＝８点)

工事の施工段階における管理には、一般に、工程管理、品質管理、原価管理、安全管理など

がある。このうち、安全管理にかかわる法律として労働安全衛生法が制定され、その目的とし

て、労働災害の防止のための危害防止基準の確立、 (ア) 及び自主的活動の促進の措置を

講ずる等その防止に関する総合的計画的な対策を推進することにより職場における労働者の安

全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の形成を促進することと規定されている。

労働安全衛生法において、労働災害とは、労働者の就業に係る建設物、設備、原材料、ガス、

蒸気、粉じん等により、又は作業行動その他業務に起因して、労働者が (イ) し、疾病に

かかり又は死亡することと定義されている。

工事現場などにおける安全管理業務を実践するため、労働安全衛生法に基づき、常時、５０

人以上の労働者を使用する事業場などでは、資格を有する (ウ) の選任、配置が義務付け

られているが、不幸にして、労働災害が発生した場合の労働災害発生率の表し方は、一般に、

次の指標が用いられている。

ⓐ 度数率：労働災害の発生の頻度を示すもので、 (エ) 万延実労働時間当たりの労働災

害による死傷者数をもって表す。

ⓑ 強度率：労働災害の発生の程度を示すもので、１,０００延実労働時間当たりの延労働損失

日数をもって表す。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １ ② １０ ③ １００ ④ ５００

⑤ 負 傷 ⑥ 休 職 ⑦ 安全管理者 ⑧ 長期療養

⑨ 転 倒 ⑩ 産業医 ⑪ 作業の手順化 ⑫ 火災の検知・消火

⑬ 責任体制の明確化 ⑭ 統括安全衛生管理者

⑮ 危機管理計画の策定 ⑯ 労働安全コンサルタント
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(２) 次の文章は、あるシステムの保全度などについて述べたものである。 内の(オ)、

(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、このシステムは偶

発故障期間にあり、表はシステムの修復時間とその保全件数を示し、指数分布に従うものとする。

また、指数関数の値は、ｅ ＝０.７７９、ｅ ＝０.３６８、ｅ ＝０.０１８とし、－０．２５ －１ －４

ｅは自然対数の底とする。 (３点×２＝６点)

１件当たりの修復時間 時間 ２ ４ ６ ８ １０ １２ 

保全件数 件 ８ ３ ４ ２ ２ １ 

(ⅰ) このシステムのＭＴＴＲは、 (オ) 時間 である。 

(ⅱ) このシステムの修復に着手して２０時間経過時点における保全度は、 (カ) ％ である。 

<(オ)、(カ)の解答群>

① ０.２ ② ２ ③ ５ ④ ７

⑤ ２２.１ ⑥ ６３.２ ⑦ ７７.９ ⑧ ９８.２

(３) 次の文章は、ある装置の信頼性について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に最も

適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、装置は偶発故

障期間にあるものとする。また、指数関数の値は、ｅ ＝３.４９、ｅ ＝０.９９９、１.２５ －０.００１

ｅ ＝０.２８７とし、ｅは自然対数の底とする。 (３点×２＝６点)－１.２５

(ⅰ) 装置Ａを２,４００時間使用したところ３回の故障が発生した。装置Ａの１,０００時間使用

時点における信頼度は、 (キ) ％ である。 

<(キ)の解答群>

① １.２５ ② ３.４９ ③ ２８.７ ④ ７１.３ ⑤ ９９.９

(ⅱ) 装置Ｂの稼動開始後２００時間経過時点の信頼度を９９.９ ％ 以上に維持するためには、 

装置Ｂの平均故障率を (ク) ％／時間 以下にしなければならない。 

<(ク)の解答群>

－６ －４ －３① ５×１０ ② ５×１０ ③ ５×１０

－１ －１④ １×１０ ⑤ ５×１０
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問５ 情報セキュリティに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、無線ＬＡＮにおけるセキュリティの概要について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

無線ＬＡＮでは、無線ネットワークを識別するためのＩＤを無線ＬＡＮのアクセスポイント

への接続制限に利用したＥＳＳ－ＩＤ、接続を許可する (ア) アドレスをアクセスポ

イントに事前に登録しておくことで接続制限を行う (ア) アドレスフィルタリング及び

(イ) 暗号のＲＣ４を利用した暗号化方式であるＷＥＰの機能がサポートされており、こ

れら三つの機能によりセキュリティ対策を行ってきた。しかし、それぞれ、電波をモニタリン

グすることで傍受可能である、解読ツールを利用することで解読可能であるなどのぜい弱性が

あり、セキュリティ上の課題とされていた。

この課題に対して、セキュリティ機能を強化するためＩＥＥＥ (ウ) 、ＷＰＡ(Wi-Fi

Protected Access)、ＷＰＡ２及びＩＥＥＥ８０２.１１ｉが標準化されてきた。ＩＥＥＥ

(ウ) は、端末を認証してからＬＡＮに接続するための認証技術であり、有線ＬＡＮでも

使われている。ＷＰＡ及びＷＰＡ２は業界標準規格であり、ＷＰＡ２はＩＥＥＥ８０２.１１ｉ

に準拠している。

ＩＥＥＥ８０２.１１ｉは、認証技術にＩＥＥＥ (ウ) を使用し、暗号化技術にＤＥＳの

後継である (エ) 、及びＴＫＩＰを使用する無線ＬＡＮにおけるセキュリティ標準規格で

あり、ＷＥＰの暗号化技術の弱点を改善し、強固なセキュリティを確保するために策定された

ものである。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＩＰ ② ＤＳＡ ③ ブロック ④ ストリーム

⑤ 論 理 ⑥ ＭＡＣ ⑦ ＳＨＡ－１ ⑧ トリプルＤＥＳ

⑨ 有 効 ⑩ ＡＥＳ ⑪ ８０２.１Ｑ ⑫ ８０２.１１ｂ

⑬ ＲＳＡ ⑭ ＲＣ５ ⑮ ８０２.１Ｘ ⑯ ８０２.１１ｇ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

暗号方式について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 共通鍵暗号方式において、データを一定数のビットからなるブロックに区切り、ブロック

ごとに暗号化・復号処理を行う暗号はブロック暗号といわれる。ブロック暗号の処理速度は、

一般に、ストリーム暗号と比較して低速である。

Ｂ 共通鍵暗号方式において、暗号化通信を行う送信者と受信者は、通信を始めるに先立って、

事前に安全な方法で秘密鍵を共有しておく必要がある。

Ｃ 公開鍵暗号方式により、Ｎ人が相互間で通信を行う場合、全体で必要な鍵の数は、Ｎ で２

ある。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電子透かしについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 電子透かしは、静止画、動画、オーディオなどのデジタルコンテンツに、コンテ

ンツとは別の情報をコンテンツと不可分に埋め込む技術及び読み出す技術などとし

て実現されている。

② 電子透かしに求められる性質は、電子透かし情報を埋め込んでも、デジタルコン

テンツの品質を落とさないことや、埋め込まれた情報が改ざん及び除去されないこ

とである。

③ 画像に対する電子透かし情報の埋込み方法には、画素領域への埋込み方法、周波

数領域への埋込み方法などがある。一般に、周波数領域への埋込み方法は、画素領

域への埋込み方法と比較して、埋込みのための処理に時間がかかる。

④ コンテンツプロバイダが、購入者に二次配布禁止のデジタルコンテンツを配信す

るときに、電子透かし情報として｢コンテンツ受信者のＩＤ｣を埋め込んでおくと、

購入者により不正に二次配布された場合、不正コピーされたデジタルコンテンツを

回収しても購入者の特定は不可能であるが、不正コピーの抑止には効果がある。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

検疫ネットワークについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 検疫ネットワークの主な方式には、ＤＨＣＰ方式、認証スイッチ方式、パーソナ

ル(クライアント)ファイアウォール方式などがある。このうち、一般に、最もセ

キュリティレベルの高い方式は、パーソナル(クライアント)ファイアウォール方式

である。

② パーソナル(クライアント)ファイアウォール方式は、あらかじめパーソナルコン

ピュータ(ＰＣ)に検疫用のソフトウェアをインストールしておき、検疫用のソフト

ウェアのフィルタリング設定を動的に変更して、アクセスできる先を検疫ネットワ

ークに制限したり社内ネットワークにアクセスできるようにする方式である。

③ ＤＨＣＰ方式は、接続を求めてきたＰＣには検疫ネットワークのＶＬＡＮを割り

当てる方式であり、ＰＣの状態を確認して感染などが確認された場合、治療後、社

内ネットワークのＶＬＡＮに切り替える方式である。

④ 認証スイッチ方式は、検疫ネットワーク接続用の仮のＩＰアドレスを付与し、検

査に合格した場合は社内ネットワークに接続できるＩＰアドレスを付与する方式で

ある。この方式は、ユーザが社内ネットワークのＩＰアドレスを自分で設定した場

合はＰＣの隔離ができない。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

情報システムなどにおけるセキュリティの基本的機能であるアクセス制御について述べた次

の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① アクセス制御は、情報資産の不正利用を防止するために定められた規則に従って

資源へのアクセスを制限することであり、主なアクセス制御方式として、強制アク

セス制御、任意アクセス制御などがある。

② 任意アクセス制御は、オブジェクト(ファイルなど)にだれがアクセスできるかを

オブジェクトの所有者が任意に設定できる方式である。

③ 任意アクセス制御では、誤ってファイルのアクセス権限を設定してしまった場合、

本来、権限のない利用者にファイルへのアクセスを許してしまうおそれがある。

④ 強制アクセス制御は、システムのセキュリティポリシーに基づいてオブジェクト

へのアクセス権限が制限される方式である。

⑤ 強制アクセス制御機能を備えたセキュアＯＳは、個別のプログラムやプロセス単

位で、ファイルやデバイスなどへのアクセスをきめ細かく制御が可能であることか

ら、セキュアＯＳを用いることはＤｏＳ攻撃及びＤＤｏＳ攻撃対策として有効である。



 
 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。なお、試験問題では、R 及び TM を 

明記していません。 

 

(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 

(3) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。 

 

 

    

(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 

(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、常用漢字 

以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) ・輻輳(ふくそう)  

          ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 

(6) バイトは、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の８桁、８ビットです。 

 

(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般に、使われる 

頻度が高いバイトを用いています。 

 

(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 

(9) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤りだけで誤り 

     文とするような出題はしておりません。 

 

  

新図記号 旧図記号


